
～高 2学年懇談会ご報告～ 

２月１７日（土）、高２学年懇談会が講堂にて開催さ

れました。１７０名もの父母・教員の皆様にご参加いだ

き、次のような内容で会が進行しました。 

○オープニング 東海学園交響楽団演奏 

○学年主任挨拶 高２学年主任 山田隆周先生 

○受験期をどう過ごすか 高３学年主任 籠谷優先生 

○OB父母発表 卒業生父母 岩井圭子さん 

○OB生徒発表 北越一輝君（名古屋大学・医） 

深坂正太君（京都大学・法）       

○文理に分かれての分散会 

【山田隆周先生（高２学年主任）】 

先日、家族で行った名古屋市美術館のガウディと

サグラダ・ファミリア展の序文にこんな言葉がありまし

た。「私たちの歴史的世界は、環境が人を作り、人が

環境を作り、作られたものから作るものへの移り行く

世界」（哲学者・西田幾多郎）。我々東海高校の教員

も環境作りに重点を置き、この2年間生徒たちと関わ

ってきました。それは「共に

生き・共に学ぶ落ち着いた

環境」。すなわち、それぞれ

が現在地を確認し、そこか

ら自分らしく進んで行くこと

ができる環境です。現在地

はそれぞれ違います。どこ

にいようとも、現在地を恥じ

ることなく、おごることなく、焦ることなく、油断すること

なく、それぞれが淡々と、邪魔をすることなく、邪魔をさ

れることなく自分の課題に取り組める環境を作れるよ

う取り組んでいます。テストの結果やテストに向けて

の取り組み、あるいは授業を受ける姿勢や周りへの

配慮、授業以外での活動を見ていると、多くの生徒た

ちの成長を感じています。 

私たちがこれからも彼

らに望むことは、「環境に

よって作られてきた彼らに

は、互いの成長にとってよ

り良い環境を作る担い手

になって欲しい」ということ

です。東海の歴史におけ

る規範となるような、成長

が絶えず起こる環境を作

り、それを後輩たちに示して欲しいです。 

最後に。保護者のみなさまは生徒の代わりに受験

をすることが出来ません。つまり、皆さんも環境作りの

担い手なのです。これから大学入試へと向かう生徒

たちへの環境整備には、保護者のみなさまの協力が

不可欠となります。 

【籠谷優先生（高３学年主任）】 

〇来年度の 1年の流れ 

４月 みな目標に向かって前向きであり、授業も集中

している。 

５月 模試が始まる。基礎的な問題が出題される共通

テスト模試は、自分の理解度の確認になるので受け

た方がよい。 

校内夏期講習の案内が開始。夏休みをどのように

過ごすのかイメージする。 

６月 塾の夏期講習などの具体的なスケジュールを

立てる。 
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７月・８月 基礎完成。自分に合った生活リズムを考え、

学習するペースを崩さない生活を。リフレッシュする時

間も重要。夏休み前の小論文ガイダンスは、私大の

医学部や慶應大学希望者は参加した方がよい。医学

部希望者は面接試験のガイダンスも参加するとよい。 

受験の下見や学校の雰囲気を肌で感じることがで

きるオープンキャンパスにも参加した方がよい。モチ

ベーションが上がる。 

８月 総合型選抜を希望する場合は学校の推薦委員

会で認可が必要となるので、担任に相談を。 

９月 応用力をつける。私大推薦を希望する場合はク

ラス掲示板を確認後、早めに担任に相談を。国立推

薦は各自で情報を入手し、担任に相談すること。 

記念祭 高３の模擬店は企画

から仕入れ、調理販売をみな

で取り組み、一生の宝となる。 

10・11・12 月 模試の判定な

ど結果が付いてこず、精神的

に追い詰められる時期。食事

の量が減るなど、様子がおか

しいことがあれば、担任の先生

に相談して欲しい。ご家庭でも注意が必要な時期。担

任の先生とどの大学に出願するのか話し合う。  

共通テストの結果が良い場合と悪い場合を想定し、

志望校を具体的に考えておくとよい。ネット出願が始

まるので、情報収集を行ったうえで準備を始めていく。 

１月 共通テストが終わったら翌日学校に来て自己採

点を提出する。アンサーを見ながら最終的に出願す

る大学を決めていく。 

２月 私大受験が始まる。行かなくてもどこか願書を

だしておいたほうがよい。合格がでるとモチベーショ

ンが上がる。12月終業式以降、学校に行くのは 5日

くらい。 

３月 例年、国公立前期の結果が出る前に卒業式。 

 

〇受験におけるポイントや留意点 

① 学校の授業を上手く活用する 

学校を休んで塾に行くことは、精神的に追い詰めるこ

とになりかねないので要注意。 

② 学校行事を大切にする 

受験勉強の息抜きだけでなく、人間関係を育みなが

ら成長していくことが今後の人生に繋がっていく。  

③ 世間体や周囲の期待で学校を選ばない 

本人の希望・展望に応じたプランニングができていく

生徒は、周囲に流されずに学習し成長する。自分がど

うありたいかが大切。 

④ 大学生活をイメージし話し合う 

どんな先生がいるのか、どんな学問がしたいのか、大

学に入ってからの生活をイメージすることでモチベー

ションがあがる。ただし、無理やり聞き出そうとしない

こと。本人の考えがまとまっていないのに聞き出そうと

すると「やりたいことがないとだめなのか」と考えてし

まう。 

⑤ 東海生は最後まで伸びていく 

特に共通テストで基礎力が完成しているので、二次

試験に向けて学習する間に大きく成長できる生徒が

しばしばいる。 

⑥ 受験は一人で行うものではなく、同級生や家族、

その総体としての学校・学年との繋がりを通じて乗り

越えていくもの。 

子どもの様子を見ていて、辛くしんどい時にはクラス

懇親会や父母懇の集まりを利用していただき、学校

全体で乗り越えていこうと考えています。 

 

〇最後に・・ 

総じて見守る。尊重する。色んな経験をする中で彼

らはすごく成長していきます。どうか東海での最後の

時間をご子息と共に過ごしていただければと思いま

す。 

 

 

 

 



【OB父母 岩井圭子さん】 

〇自己紹介 

昨年まで昭和区の事

務局をしていたご縁で、

今回のお話をいただき

ました。息子は現在神戸

大学医学部一年生。中

高ではオーケストラ部に

所属していました。楽器

経験は小学校でのリコ

ーダーくらいでしたが、入学式のオーケストラ部の演

奏にとても感動したそうです。先輩方の家庭的な雰

囲気にもひかれて入部を決めたと言っていました。 

中学時代の多感な時期に、顧問の先生が息子の学

年を一対一で面談してくれたことがあったそうです。

個性派ぞろいの学年で、一部の友人関係がうまくい

っていなかった息子に、周囲にどんな人がいてもよく

て、互いを認め合うこと、その人の良さを受け入れて

いくことの大切さを話してくださったそうです。これが

のちの彼の人格形成の一つのヒントになり、ここ東海

で生涯の友人関係を築くことができたと感謝してい

ました。 

神戸では塾や飲食店でバイトをしています。大学

ではゴルフ部に入部して、秋にはコースデビューした

と楽しそうに報告してくれました。車の免許も夏に合

宿で取得して、この一年で一気に大人になった感じ

です。来月は大学の友達とヨーロッパにサッカーの試

合を見に行く予定で、それに向けてバイトに励んでい

るようです。最初は家から出て行ってしまうと寂しいか

なと思いましたが、誰も知り合いがいない中で、自分

なりに生活を整え、楽しんでいる様子を聞けて家から

出せてよかったなと思っています。 

〇学部選択 

中学時代 

自分の将来についてよく考えていましたが、なかな

かこれというものは見つからず。時々相談されること

もありましたが「人のためになって、感謝してもらえる

仕事に就けたらいいね」と話していました。 

高 1 

文理選択も迷うが自分の可能性のある理系を選

択。 

高 2 

とある秋の日、「医学部に決めたので、もう何も言

わないで」と。表情がいつもの迷っている感じではな

くて、確固たるものとなっていました。悩み疲れて、医

学部に決めた瞬間に気持ちが楽になって、もうあとは

勉強するしかないと思えて前に進めたそうです。ウク

ライナ戦争下で、ウクライナの病院が敵国の兵を助け

たニュースに心が揺さぶられ、全人類に必要であり

味方になれるこの職に就きたいと思ったとも言ってい

ました。 

高 3 

高３になり部活を引退して、ほぼ全員がチームとな

り受験モードに突入。これは東海の良さ。家でだらっ

としていても、それは外で気を張ってやってきた合間

のことかもしれないので、見守ってあげてほしいです。 

のちに息子に聞くと「不自由なく勉強させてもらって

いるから、成績は自分でなんとかしなくてはいけない」

という考えになっていたとのことでした。 

７月には模試の結果が急降下。部活引退後、勉強

時間はとれているはずなので、原因がわからず焦っ

たようです。（私は何も知りませんでした。）勉強量を

むやみに上げても成績は上がるものではないと経験

上わかっていたので、勉強のスタイルは崩さず、成績

低下はむしろ夏休みの勉強のモチベーションにしよう

と、プラスに捉えて夏を迎えたようです。 

夏の面談では、志望校は家から通える名古屋大学

と確認していましたが、秋になって急に県外も考えた

いと言ってきました。 

受験も押し迫った１０月、「大学見に行って見る？」

と私から声をかけ、その翌日に私が大学時代を過ご

した神戸へ日帰り観光に行きました。大学を含め神

戸の街並みも観光し、二人でロープウェイにも乗りま

した。丸一日一緒にいて、将来のこと、今思っているこ

とを聞き、彼の考えを深めるいい時間となりました。こ

の時の感想を聞いてみると「自分で考えたことを本

気で受け止めてくれて、翌日に行動に移してくれたこ



とに感謝している」と言ってくれました。１１月には京

都府立医科大学の見学も行きました。 

１２月にはサッカーＷ杯があり、３試合ほど友だちと

カラオケＢＯＸで観戦しました。サッカーが好きな彼に

対し、親から「ＮＯ」という選択肢はありませんでした

が、日本が負けた時は少しホッとしました。 

受験期 １～３月  

いよいよ共通テスト。初日は緊張していたのがわか

りました。一年間の模試を通してルーティンができて

いて、当日の昼食もいつもと全く同じものを食べたそ

うです。模試は、その時の実力を測るものであると同

時に、解答時間を体に染み込ませたり、昼食を取った

りと当日をイメージして受けるものだと思いました。帰

宅後は、模試で慣れていたからすぐに緊張はほぐれ

たとも話していました。 

自己採点後、出願先はものすごく悩んでいました。

最後は自分で決められるはずと本人に任せました。

医学部は面接があるので練習を兼ねて私立受験も

しました。藤田医科大学の面接は制服不可のため、

白シャツに黒セーターで行ったところ「みんなリクルー

トスーツ！」と息子から LINE が。ここまで来たら仕方

がないので、「自信を持ってやりなさい」と送り出しま

した。結果は合格を頂けましたが、当日焦らないよう

に、事前に準備できることだったので反省です。 

家探しは 12 月頃からぼちぼち情報を集め始めて

もいいかもしれません。大学の住まいの相談会とか

大学生協の学生の物件を扱う不動産屋に問い合わ

せてみるなどができると思います。神戸大学医学部

周辺は社会人にも人気のエリアで、合格前予約がで

きなかったこともあり、少しでも早く家探しに取り掛か

れるように合否は神戸駅で確認しました。 

３月は神経もすり減るし、決めなくちゃならないこと

もたくさんあったのですが、今となってはすべていい

思い出です。 

〇親として何ができるか 

 ・本人の気持ちを尊重して、本人が決められる環境

を整える 

 ・焦らずに見守る 

 ・学校を頼る 

 ４００人いれば 400通りの受験があります。困ったら

ぜひ東海の先生方に相談してみてください。息子も

私もここまで来るのに、多くの先生方にお世話になっ

てきました。皆さんあたたかくて、私はこの学校に通え

た息子のことを本当に羨ましく思いました。 

 同じ屋根の下で暮らせるのは最短であと一年にな

るかもしれません。この貴重な一年をじっくり噛み締

めてください。 

〇最後に 

初めての受験の方も大勢いらっしゃると思います。

基本的なことがわかっていなくて、医学部って面接が

あるんだとか、アンサーシートって何？とか、こんなこと

聞いて恥ずかしいかもと思っていましたが、高３のクラ

ス懇談会では、皆さんが簡単なことでもわからないこ

とを先生に聞いてくださって共有できたので、私だけ

じゃないのねと安心できました。また、地域懇に参加

いただけますと、担任ではない先生ともお話しできる

機会もありますので、ぜひそういった機会も利用しな

がら受験期を乗り切っていただきたいと思います。 

 

【名古屋大学医学部 1年 北越一輝くん】 

〇受験までの過ごし方 

高２までの生活 

中１〜高２の１１月ま

でハンドボール部に所

属していましたが、部活

動が忙しく、塾には３分

の１程度しか出席でき

ませんでした。高２、高３ともに B群でした。 

高３夏休みまでの生活 

平日は、毎日塾に通い、授業がないときは自習室

で勉強をしました。土日は、一日中塾の自習室で勉

強しました。学校の夏期講習も活用しました。 

この時期は、徹底的に基礎固めをしました。基礎が

定着しないと、模試等で点数の振れ幅が大きくなる

からです。夏休みからは、少しずつ応用問題に着手し

ました。 

 



２学期〜共通テストまでの生活 

毎日塾に通い、授業がないときは自習室で勉強を

するという生活を続けました。少しずつ校内の成績も

上がり、模試の成績も上がっていきました。夏休みか

らは模試の数が多くなりますが、全部受けると復習す

る時間がなくなるので、取捨選択することも大切です。 

模試の結果が悪くても落ち込まず、間違えた問題

を丁寧に解き直すことが重要だと思います。記述問

題（特に英語の和文英訳、自由英作文など）は、先生

に採点をしてもらうことをお勧めします。 

共通テスト〜２次試験までの生活 

２次試験の前日まで、一日中塾の自習室で勉強す

るというスタイルは変えませんでした。学校の冬期講

習も活用しました。 

国公立大学の出願は、自分一人では自信がなか

ったので、親にも確認してもらいながら出願手続きを

しました。私立大学の入試は、想像以上に時間も体力

も使うので、自分はあまり多くしないほうがいいと感じ

ましたが、これについては人によると思います。 

〇保護者の方へ 

・健康管理をお願いします。 

・お金のことは気にしています。 

（受験料、入学金、浪人した場合の塾の授業料、１人

暮らししたときの生活費など、子どもながらに気にし

ています。） 

・成績は気にしないでください。 

（黙って見守っていてください。） 

合格を心よりお祈り申し上げます。 

【京都大学法学部１年 深坂正太くん】 

勉強をどうしたかは他の

方が紹介してくださったの

で、現在通っている京大の

紹介をして、後半に受験の

失敗、そこからどうやってメ

ンタルを維持しモチベーシ

ョンを保ったかをお話しで

きればと思います。  

 

〇京都での生活 

皆さんご存じかわかりませんが、熊野寮という寮で

暮らしています。全国でも珍しい自治寮です。学生が

組織する自治会というものが存在して、寮の管理を

学生が行っています。誰が寮に入るかも学生が決定

する寮です。部屋についても、今では珍しい大部屋で、

４人でひと部屋です。プライバシーありませんが、交

流が生まれて友達ができるので、この寮に入ってよか

ったと思っています。経済的にもいいところで、家賃光

熱費、自治会費込みで月々４３００円と、家賃の安い

京都でもかなり安いほうで、浮いたお金を旅行など

の他の体験に充てることができています。京大志望の

お子さんをお持ちの親御さんはぜひご検討ください。 

〇京都大学について 

京大では法学部に所属しています。京大法学部の

大きな特徴は、成績評価がテストの結果 100％なと

ころです。大学の成績というと、テストはもちろんです

が、多くの大学がレポートや出席状況が評価に大きく

影響するなかで、京大法学部の専門科目は、成績の

評価はテストの結果のみで、違う言葉を選べば授業

に出なくてもいいとも言えます。これは普段遊んでい

ても直前の追い込みで乗り切ってしまう東海生向き

なのではと思っています。 

卒業後の進路は法曹界が多く、３分の１が法科大

学院大などへの進学、３分の１が公務員・民間への就

職、３分の１が留年となっています。 

また、本年度は法学部学生自治会副常任委員長

も務めました。自治会ではサークル棟の自治管理や

議事の進行、大学の執行部との交渉などを主に担っ

ています。京大の魅力はやはり自治と自由であり、学

生自身が決め、学生自身が作り上げていくところに

あると思います。 

〇アルバイトについて 

身の回りの東海ＯＢは家庭教師や塾講師が多いで

すが、私は法律事務所の事務バイトをしています。大

学に入ってこのようなバイトがあることを初めて知りま

した。ほかの人と違う貴重な機会をいただいています

ので、お子さん方にもいろいろな選択肢を考えてほし

いとお伝えいただけたらなと思います。 



〇受験生時代 

 あまりまじめな生徒ではありませんでしたので、受

験体験としては参考にはならないかもしれません。失

敗談として心に残っているのは成績が低下した時期

があったことです。夏の時点の京大冠模試で A 判定

が出ていて、自信もついたし、モチベーションも高く持

つことができていました。しかし成績が取れているこ

とで、驕り高ぶり、天狗になってしまって、勉強せずに

YouTube やゲームをしてしまい、秋の模試では口に

できないほどひどい成績を取ってしまいました。模試

の成績が悪いと、本番の試験に太刀打ちできないと

いうこともありますが、それ以上に「メンタルにくる」の

が一番大きいと思います。大きな不安感を持ってしま

い、眠れなくなってしまったのが辛かったです。睡眠が

足らないとイライラして、物にあたり、人にあたり不要

なトラブルを招いたりします。私は毎日 8 時間睡眠を

とれるようにしていました。睡眠はメンタルを安定させ

るのに本当に大切です。少ない睡眠時間で過ごして

いるお子さんには「睡眠が大事だ」と OBが言ってい

たとお伝えください。 

ストレス発散の一環としていたのは外食でした。テ

スト明けは昼過ぎには学校が終わりますので、友達と

栄などに行っていました。特に外国の料理にはまって

いて、韓国料理やベトナム料理、ウズベキスタン料理

のランチセットを食べて気分転換をしていました。 

また体を動かすのも大事にしていて、自転車通学

をしていました。適度な運動でメンタルの安定や気分

転換につながりました。 

受験期に限らず、運動・睡眠・食事はメンタルを安

定させるうえで大事なことだと思います。 

〇親との関係 

母は勉強に関心があるほうではなく、高２までは成

績について聞かれることはありませんでした。高３か

らは「大丈夫か？」と聞かれることもありましたが正直

うっとうしいと感じてしまいました。不安な気持ちはわ

かりますが、成績について口にするのは最低限にとど

めておいたほうが良いと個人的には思います。受験

は「自分事」ですから、いつかはお子さんも気が付き

ます。言われたらやりたくなくなる、というのはよく聞く

話ですが、親が言わないでおいても、最後には「自分

で何とかしなくては」と気付くものだと思います。学校

でも受験のことは嫌というほど聞かされていますので、

家庭では家庭でしかできないこと、メンタルや体調に

ついて関わっていただければ、受験生としても過ごし

やすいのではと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

  先日母校に立ち寄る機会がありました。実に四半世紀

ぶり。当時の校舎もいくつか残っていて、ここで過ごした

日々を思い出しました。にわかに母校愛が沸き上がり、帰

りには売店で校章の入ったボールペンを買ってしまいし

た。（授業の内容についてはほとんど思いだせず、親には

申し訳ない限りです）息子も受験を乗り越えて、楽しい大

学生活を送れるといいな。母は応援しています。 
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